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Ⅰ 特別活動研究の方向性                  

１ 主題設定の理由  

特別活動においては，児童同士の話合い活動や，児童が自主的，実践的に活動することを特質とし
てきました。特別活動における「主体的・対話的で深い学び」とは，各活動，学校行事の学習過程に
おいて，授業や指導の工夫改善を行うことで，一連の学習過程の中での質の高い学びを実現すること
です。それは，特別活動の各活動，学校行事の内容を深く理解し，それぞれを通して資質・能力を身
に付け，小学校卒業後も能動的に学び続けるようにすることでもあります。 
これまでの本校の研究では，能動的に問題発見，合意形成，協力実践できる力を自治的能力と押さ

え，研究を進めてきました。主に学級活動を中心として取り組む中で，問題発見から合意形成及び意
思決定，協力実践に至るまでの学習過程の在り方を構築し，自己評価の蓄積から自らの成長を実感す
ることができました。一方で，決まったことの詳細を練ったり，話合いや活動について振り返りをし
たりする場の設定が十分ではなかったため，次の活動へ向けた追究意欲の持続に課題が残りました。
また，全国的な課題とも言える「自己有用感の醸成」については，本校においても「学級の友達から
認められていない」と感じている児童が一定数おり，互いを認め合う活動を充実させていく必要があ
ります。 
本校の児童は，学校行事や児童会活動，クラブ活動に熱心に取り組み，教職員も児童の主体性が発

揮される活動となるように指導をしています。また，学級活動では，児童が中心となって進める学級
会に計画的に取り組み，学級生活の充実と向上を目指しています。 
全体研究主題では，「探究する子供を育てる教育活動の創造」をテーマとしています。特別活動にお

ける探究とは，学級や学校の生活をよりよくするために，問題の発見・確認，解決方法の話合い，決
めたことの実践，振り返りまでの一連の学習過程のサイクルを能動的に繰り返していくことと押さえ
ました。一連の学習過程で得られた資質・能力を新たな活動の原動力とするためには，自分と他者（集
団や社会）との関係を自他共に肯定的に受け入れることを通して，社会性の基礎となる自己有用感を
高める必要があると考えました。 
そこで，研究主題を「学級や学校の生活をよりよくするための活動を充実させ，自己有用感を高め

る特別活動の展開」と設定しました。「学級や学校の生活をよりよくするための活動」とは，よりよい
集団や学校生活をつくることを目的に，様々な構成の集団から学校生活を捉え，課題の発見や解決を
行う活動のことです。「自己有用感を高める」とは，児童が自発的，自治的な活動を通して，互いに協
力し合い認め合う中で，自分が他者の役に立つ存在であることを実感し，自分のよさや可能性を発揮
して自信をもつことと，他者との関わりや評価によって自分が必要とされていることを実感すること
です。 

 

２ 目指す児童の姿とその具体  

 

 

「自発的，自治的な活動」とは，児童自ら学級や学校の問題を発見したり，集団としての意見を合

意形成したり，決まったことを実践したりすることです。 

「自分の役割を果たし，認め合う」とは，一部の児童だけでなく，全ての児童が役割を果たすこと

（貢献）を経験し，活動の成果を児童相互に認め合い，集団の一員として認められている（承認）と

いう満足感や充実感，連帯感などをもつことです。また，このような支持的風土の醸成と並行して，

一人一人の主体的な意思決定に基づく実践ができる子の育成を目指します。 

自発的，自治的な活動を通して，集団の中で自分の役割を果たし，認め合う児童 
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Ⅱ 研究内容の具体                       

１ 資質・能力を育むための学習過程の在り方 

特別活動において育成を目指す資質・能力は，事前から事後までの一連の学習過程の中で育まれる

と考えました。そこで，本時（学級会）の前後の活動を指導計画に位置付け，学級や学校の生活の問

題を自分事と捉える学習過程について研究を進めました。 

 

２ 自発的，自治的な活動を充実させる指導の工夫 
特別活動において自己有用感を高めるためには，児童の思いや問題意識から自発的に活動が生ま

れ，自治的に運営されていくことが重要な要素となります。発達段階に即した学級活動の内容を踏ま

えながら，自発的，自治的な活動を生み出す教師の具体的な手立てを中心に研究を進めました。 

 

３ 自己有用感を高める評価の工夫 
自己有用感を構成する要素として，「貢献」と「承認」を関連

付けました。具体的には，一人一人が活躍できる状況を生み出

すことを前提とし，事前・本時（学級会）・事後の活動に「貢献」

を自覚する振り返りの活動を位置付けました。 

また，学級会の終末に，学級の一員としての参画意識を喚起させることをねらい，話し合ったこ

とを踏まえて自分ができることについて意思決定する活

動を設定しました。さらに，集団からの「承認」を目的と

した「がんばったねカード」による相互評価や教師によ

る評価によって自己有用感を高めることを目指しました。 

＜３年次研究の重点＞ 
・合意形成を図るための指導の工夫 

・自己有用感を高める評価の工夫 

○学級会における指導助言の工夫 
話合いがそれたとき 「提案理由や話合いのめあてを見てみましょう。」 

意見が対立したとき 「それぞれの意見の違いはどこでしょう。」 

「それぞれの意見のどんなところがよいでしょう。」 

司会が進め方について困っているとき 「フロアーから進め方についてアドバイスはありますか。」 

発言を価値付ける終末の総評 「Ａさんの賛成意見は，提案理由を踏まえて述べられていましたね。」 

「今日の司会さんは，進め方について困ってしまったときに，どのように進めたらよ

いかフロアーの人に尋ねていましたね。」 

○合意形成を図るための指導の工夫 
意見の共通点や相違点を確かめたり，よさを比べ合ったりしなが

ら，よりよい意見を見付け，学級のみんなで折り合いを付けながら，

右記の視点で意見をまとめたり，合意形成を図ったりする。 

○本時の前後の活動を位置付けた指導計画の例（３年生） 
時 主な活動内容 育成する資質・能力 

事
前 

・計画委員会①→学級ポスト内の課題から，全体の場で議題を精選する。 

・計画委員会②→本時の役割分担，議題の提案理由，話合いのめあて，討

議の柱を考える。 

・事前の活動→提案理由，話合いのめあて，討議の柱を受けて，本時の前

に自分の考えをもつ。 

・事前の振り返りをする。 

・学級内での課題や自分たちの生活を

よくするために必要なことを見いだ

す。 

・議題の提案理由，話合いのめあてを踏

まえて，自分の考えをもつ。 

本
時
の
活
動
（
学
級
会
） 

 

 

議題 給食時間の私語をなくすために一人一人ができることは何か。 

提案理由 静かなときもあったけれど，最近，意識が弱くなっている。自

分たちの命を自分たちで守っていく必要があるから。 

話合いの 

めあて 

一人ひとりの意識が高まり，自分たちの力で解決できる方法を

考えよう。 

・議長団は，決まっていることを確認し，本時の進め方を説明する。 

・議題について，提案理由と話合いのめあてに基づいて話し合い，給食時

間の私語をなくす方法について考える。 

 

 

 
・学級会の振り返り（自己評価，意思決定，相互評価）をする。 

 

 

 

 

 

 
・自分の考えを表現したり，友達の考え

を認めたりしながら，合意形成を図

る。 

 

 

・学級で決まったことを踏まえて，意思

決定する。 

・友達のよさや頑張りを認める。 

 ・学級会で決まった内容を実践する。 

・１週間後，実践の振り返りをする。 

・実践を通して身に付けたことを生か

し，日常生活の向上を図る。 

 

＜学級会で決まったこと＞ 

・４時間目の終わりの号令のときに，日直さんが「次は，給食です。」と声を掛ける。 

・話し掛けられたときには，うなずいてから声を出さずに合図をする。 

・意見を組み合わせることはできるか。 

・みんなにとってよい意見か。 

・今の自分たちにとって最も必要な意見はどれか。 

事
後 
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Ⅲ 研究実践                         

 

 

 

 

１ 研究授業のねらい 
本活動は，学級活動（１）学級や学校における生活づくりへの参画の「ア 学級や学校における生

活上の諸問題の解決」に関わるものです。学級ポストに集まった議題案の中から，今の自分たちに必

要な議題を選びました。 

事前調査からは，多くの児童が学級会を好む反面，司会として役割を果たすことに対して苦手意識

を有する児童が約３割いることが分かりました。また，９割の児童が自分の学級を好み，「友達のこと

を信頼している」と感じている一方で，「自分は学級の中で大切な一員だと思う」と回答した児童の割

合が学級の半数であることが分かりました。このことから，安心して学級会の司会を務められるよう

事前準備を計画的に進めるとともに，自己有用感の高まりを通して自己肯定感を獲得できるような活

動のサイクルが有効であると考えました。 

本時では，「４年生に向けて必要な力や心」について話し合いました。提案理由と話合いのめあてを

明確にし，意思決定，相互評価や自己評価を通して自己有用感を高めることをねらいとしました。提

案理由と話合いのめあてを土台とし，それぞれの意見を比べたり組み合わせたりしながら話合いをす

ることで，質の高い合意形成ができるように働き掛けました。 

 

２ 活動の指導計画 
時 主な活動内容 育成する資質・能力 

事
前 

・計画委員会①→学級ポスト内の課題から，全体の場で議題を精選する。 

・計画委員会②→本時の役割分担，提案理由，話合いのめあて，討議の柱を考える。 

・事前の活動→提案理由，話合いのめあて，討議の柱を受けて，本時の前に自分の考

えをもつ。 

・事前の振り返りをする。 

普段から学級や学校の問題について気付いたり考

えたりしていますか。 
◎ ○ △ × 

学級会の前までに討議の柱について自分の考えを

もちましたか。 
◎ ○ △ × 

 

・学級内での課題や自分たちの生活を

よくするために必要なことを見い

だす。 

 

 

・議題の提案理由，話合いのめあてを

踏まえて，自分の考えをもつ。 

 

本
時
の
活
動
（
学
級
会
） 

 

議題 ４年生に向けて，必要なこと，力，心について考えよう。 

提案理由 今，どんな４年生を目指すか話し合っておくことで，高学年として自信を

もってスタートすることができるから。 

話合いの 

めあて 

みんなが考える理想の４年生の姿をはっきりさせて，毎日の生活でできる

ことを考えよう。 

・議長団は，決まっていることを確認し，本時の進め方を説明する。 

・議題について，提案理由と話合いのめあてに基づいて話し合い，４年生に必要な力

や心に関して，明日から取り組める方法について考える。 

・学級会の振り返り（自己評価，意思決定，相互評価）をする。 

普段から学級や学校の問題について気付いたり考

えたりしていますか。 
◎ ○ △ × 

学級会の前までに討議の柱について自分の考えを

もちましたか。 
◎ ○ △ × 

学級会で決まったことの中で，これから自分がし

ていくことは何ですか。 
記述 

ペアの友達の頑張りについて伝える。 ロイロノートで入力 
 

 

 

 

 
・自分の考えを表現したり，友達の考 

えを認めたりしながら，合意形成を

図る。 
 

・学級で決まったことを踏まえて，意

思決定する。 

・友達のよさや頑張りを認める。 

事
後 

・学級会で決まったことを意識して生活する。 

・実践の振り返りをする。 

学級会で決まったことを，進んでできましたか。 ◎ ○ △ × 

活動を通して，自分が頑張ったことやできたこと

を書きましょう。 
記述 

ペアの友達の頑張りについて伝える。 ロイロノートで入力 
 

 

・実践を通して身に付けたことを生か 

し，日常生活の向上を図る。 

３年生実践 『学級ポストから（学級や学校における生活づくりへの参画）』 
 
実践のテーマ：４年生に向けて必要な力や心について合意形成を図り， 

意思決定や相互評価を通して，実践へ向けての意欲を高める学習 
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３ 本時の活動 

(1) 本時の目標 

  ４年生に向けてどのような力や心が必要か，提案理由や話合いのめあてを意識しながら話し合

い，合意形成に関わろうとするとともに，話し合ったことを踏まえて，自分が取り組むことにつ

いて意思決定している。 

 

(2) 本時の展開 

活動の流れ 活動内容と主な活動 研究との関わり・留意点 

本時の活動 
１ 意識化・共通化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 追求・解決 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 実践への 

意欲化 

○議題の提示 
 
 
○提案理由，話合いのめあての確認 
 

 

 

 

 

 

○事前に決まっていることの確認 
 
 
 

○討議の柱１「４年生に向けてどのよう
な力や心が必要か」意見を出し合う。 

 
 
 
 
 
 
 
○意見を比べ合う（賛成・不安・提案）。 
 
○討議の柱２「（討議の柱１で話し合っ
たことを基に）日常的に取り組めるこ
と」について意見を出し合う。 

 
 
 
 

 
○意見を比べ合う（賛成・不安・提案）。 
 
○決定したことを確認し，学習の振り返 
りをする。 

提案理由と話合いのめあ

てを意識して考えること

ができましたか。 

◎ ○ △ × 

意見を比べ合い，まとめる

ときに，進んで協力しよう

としましたか。 

◎ ○ △ × 

学級会で決まったことの

中で，これから自分がして

いくことは何ですか。 

記述 

（意思決定） 

ペアの友達の頑張りにつ

いて伝える。 
ロイロノートで入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

◇合意形成を図るための指導の工夫                                 

 研究視点２  

・話合いの前後及び必要に応じて適 

切なタイミングで助言する。 

 

 
 
 

 

◇合意形成を図るための指導の工夫                                 

 研究視点２  
 

◇自己有用感を高める評価の工夫                        
 研究視点３  

 

 

  
・称賛や励ましの声掛けをする。 

 
 

４年生に向けて，必要なこと，力，心について考えよう。 

。 

＜提案理由＞ 

今，どんな４年生を目指すか話し合っておくことで，高学年として自信をもってスタ

ートすることができるから。 

＜話合いのめあて＞ 

理想の４年生の姿をはっきりさせて，毎日の生活でできることを考えよう。 

＜事前に決まっていること＞ 

・みんなで決めたことを学級全員で意識して，残りの３学期を過ごす。 

「思いやる心が必要だと思います。なぜなら，12人組で２年生とペ

アになり，支えていく側だからです。」 

「自分の考えを相手に分かりやすく伝える力が必要だと思います。

運動会のペア競技など，２年生に話をする場面があるからです。」 

「振り返りを大切にすることが大切だと思います。振り返りを大切

にすると，もっと成長できるからです。」 

「思いやる心をもつために，友達の話をよく聞いたり，受け入れた

りすることを大切にして過ごすことがよいと思います。」 

「分かりやすく伝えることは，普段の授業でも大切だと思うので，

答えと理由を話すことを大切にするとよいと思います。」 

【思考力・判断力・表現力等】 

話合いで決まったことから自身
のすべきことを意思決定してい
る。                 （ノート） 

【思考力・判断力・表現力等】 

４年生に向けて必要な力や心に
ついて話し合い，多様な意見を認
め合いながら合意形成をしてい
る。   （全体での発言・観察） 

 

◇授業の見所・本時で願っている児童の姿 

４年生に向けて必要な力や心について，自分なりの考えをもって合意形成に関わり，話し合った

ことを踏まえて意思決定している姿。 
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４ 授業の実際 

 

 

学級や学校の生活をよりよくするための活動を充実させるためには，事前から事後までの一連

の学習過程の中で，児童が主体性を発揮しながら課題の発見や解決を進める必要があると考えま

した。１，２年次研究では，議題を選定したり，提案理由や話合いのめあてを考えたりする計画

委員会の取組や，問題の発見・確認，解決方法の話合い，決めたことの実践，振り返りまでの一

連の学習過程のサイクルを能動的に繰り返す学習過程の在り方について明らかにしました。３年

次研究では，学級や学校という集団の生活をよりよくするために，集団の総意として合意形成を

図ることをねらい，合意形成の方法や教師の指導・助言について研究を進めました。 

本時では，「４年生に向けて，必要な

こと，力，心について考えよう」という

議題を設定しました。自分たちが考え

る理想の４年生像を明らかにし，４年

生までの学校生活の中で日常的に取り

組めることについて話し合いました。 

討議の柱１では，「４年生に向けて必

要な力や心」について話し合い，高学年

になることを意識した「優しい心」「い

ろいろなことを完璧にする力」「説明す

る力」「まとめる力」といった意見が出

ました。 

 意見を比べ合う場面で，合意形成を

図るための視点を児童に提示し，フロ

アーの児童が視点を基に意見を述べた

り，司会の児童がフロアーに問うたり

することができるようにしました。視

点を踏まえながら，Ａ児は「説明する

力は，まとめる力の中に含まれている

と思います。なぜなら，しっかりと説

明することがペア学年である２年生を

まとめることにつながっていくからで

す。」と発言しました。これは，「賛成，

不安，質問，提案はありますか。」という司会の進行を受けたもので，Ａ児は「合意形成を図るた

めの視点」を基に，「提案」をしたことになります。Ａ児の提案をフロアーも「自分たちの目標は，

説明することではなく，２年生をまとめること」と納得しました。Ａ児の発言とフロアーの反応

から，合意形成を図るためには，賛成意見や不安に感じることについて述べ合うことに加え，「提

案」という意見の述べ方を児童が理解しておくことが有効であると考えました。意見を組み合わ

せたり，出された意見を基に新しい考えを生み出したりしながら，よりよい意見を児童が見いだ

しやすくなることが分かりました。 

  

  

 

自己有用感が高まると，実践への意欲が継続し，次の課題解決につながっていくと考えました。自

己有用感は，「社会や他人の役に立った」ことを自覚する「貢献」と，他者からの肯定的な評価である

「承認」を通して生まれてきます。 

そこで，本活動では，事前・本時・事後における振り返りの時間を指導計画に位置付け，自身の成

長を実感しながら，「貢献」することへの意識を高めることを重視しました。加えて，本時では，話合

いで決まったことを踏まえながら，自分にできることを意思決定する活動を設定し，参画意識を高め

ることを目指しました。さらに，継続的な取組となるよう，実践の振り返りを行いました。 

自己有用感を高める評価の工夫 

【提案理由と話合いのめあてを明確にした本時の板書】 

 

合意形成を図るための指導の工夫 

・それぞれの意見のよさは何か。 

・共通点や相違点は何か。 

・提案理由や話合いのめあてに合致しているか。 

・みんなにとってよい意見か。 

・今の自分たちにとって，最も必要な意見はどれか。 

・意見を組み合わせることはできるか。 

・意見を基にして，新しい意見をつくることはできるか。 

 
【合意形成を図るための視点】 
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Ｂ児は，本時での話合い

を受けて，自身の行動を振

り返りながら，「人に優し

く接していきたい」と意思

決定しました。その後，休

み時間や係活動の場で，自

ら関わりをもとうと働き

掛ける様子が見られ，実践

後の振り返りにおいて，友

達への接し方を意識して

生活したことを自覚して

いる記述が見られました。 

実践後のアンケートで

は，８名の児童の自己有用

感を示す数値が上昇しま

した。Ｂ児は，活動の事前

アンケートでは，「自分は

学級の中で重要な一員ではない」と捉えていましたが，「がんばったねカード」を通して，友達から

具体的な言葉で承認されることで，自己有用感を高めることができました。 
 

Ⅳ ３年次研究の成果と課題                     

３年次研究では，「合意形成を図るための指導の工夫」「自己有用感を高める評価の工夫」を

重点として研究を進めました。 
 

１ 研究の成果 
○本時（学級会）の前後の活動を指導計画に位置付けることで，問題の発見・確認，解決

方法の話合い，決めたことの実践，振り返りまでの一連の学習過程のサイクルを能動的

に繰り返すことができました。 

○合意形成の視点を提示したり，賛成理由や不安な点について述べ合うことに加え，新た

な考えを提案する場面を設定したりすることで，児童がよりよい意見を見いだしやすく

なることが分かりました。 

○話合いで決まったことを踏まえながら自分にできることを意思決定し，継続的に振り返

ることで実践的な活動となり，学級への貢献を自覚する児童が増えました。 
 

２ 今後の課題 
○学級活動（１）における意思決定の場面と実践中の振り返りの回数やスパンについて，

実践を積み重ねた上で検証し，精査していく必要があります。 

○学級会での話合い場面における相互評価に加え，事後の相互評価についての研究を進め

「承認」につながる手立てについて明らかにする必要があります。 
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